
 

 

 

 

 

 

 

紅葉の季節！実りの季節！ 

～自分以外の誰かのために～ 
                       

  季節はぐっと秋の深まりを感じさせるようになりました。さあ、紅葉の１１月のスタートです。１１月

は別名「霜月」とも呼ばれるように冷気が日ごとに増すころですが、「神楽月」という異名もありま

す。色鮮やかな紅葉とともに秋深く文化や芸術の香りを感じさせる季節です。 

  さて、後期がスタートして２週間ほどが経とうとしています。子どもたちは、 

それぞれ自分の前期を振り返り、後期の目標をもって歩みだしています。 

中でも子どもたちは、新しい係の仕事、新しい班の仲間との生活に、心を 

新たにして取り組み始めました。学校では、教科の授業や行事以外に、 

こうした係の仕事、日常の給食・日直などの当番活動、班での活動にも力を入れています。これら

は、責任感を養うことや自己実現を図ることもその目的となりますが 「自分の力や時間を自分以

外の誰かのために使うこと」 ＝「思いやりの心、社会や仲間に貢献する心」を培うのに、とても効果

的であると考えているからです。 

 考えてみると、子どもたちが大人になって何かの職業に就いたとき、その働く目的として、収入を

得ることや自分の目標を達成することなどがあるのですが、ほとんどの職業には間違いなく 「自

分以外の誰かのために」という思いが必要であると思います。例えば、製造業であれサービス業で

あれ、相手の（自分が作ったものを使う人の、自分が作ったものを食べる人の、自分の行為や言葉

を受ける人の）幸せや喜びを願いながら、仕事をしています。また、それが多いか少ないかで、仕事

の質がずいぶんと違ってしまうのではないでしょうか。これは、職業に限らず、子どもたちが大きくな

って大人になったときにも、周りの人々との関わりの中で必要なことだと思います。したがって、係や

委員会の仕事、日直や給食当番の仕事をするときに 「やらなければいけないからやる」 「やるこ     

とになっているからやる」という思いから、学級や全校の仲間に「喜んでもらい 

たい」「～な姿になってほしい」という願いをもって取り組めること、そして、その 

ためにはどうしたらよいかを考えて工夫できることをめざして進められるように 

願っています。 
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 ★１１月・１２月の主な行事★ 

 ３日（木）文化の日  

 ５日（火）※たてわりそうじ 

 ８日（金）朝の読み聞かせ 大縄跳び取組開始 

９日（日）授業参観 学びフェスタ２０２４ 

１１日（月）振替休業日 

１２日（火）たてわりあそび 

１４日（木）お話会（昼休み） 

１８日（月）羽島郡教職員研究会 

１９日（火）※クリーンタイム 

２１日（木）大縄跳び（８の字）大会 

２２日（金）２年社会見学：岐阜市科学館 

２３日（土）勤労感謝の日 

２５日（月）算数チャレンジ大会取組開始 クラブ 

２８日（木）国語チャレンジ大会取組開始 

２９日（金）６年社会見学：明治村 

２日（月）算数チャレンジ大会 クラブ 

２日（月）３日（火）４日（水）箏体験 

５日（木）国語チャレンジ大会 

６日（金）朝の読み聞かせ 

１０日（火）※たてわりそうじ 

１１日（水）たてわりあそび 

１３日（金）笠松中学校新入生説明会（６年生） 

１９日（木）３年社会見学：歴史博物館 

      ５年三者懇談会 

２０日（金）３年・５年三者懇談会 

２３日（月）・２４日（火）・２５日（水）三者懇談会 

２６日（木）冬休み前全校集会 

 

２７日（金）～１月 ６日（月）冬休み 

１月 ７日（火）Ⅳ期始まり 

 

※地域の方に協力していただいています。 

楽しかった修学旅行！ 

１０月２１日（月）・２２日（火）に、６年生が奈良・京都方面に修学旅行に行ってきました。 

二日間雨に降られることもなく、研修を行うことができました。一日目は奈良の法隆寺や 

東大寺の大仏殿を見学の後、奈良公園内で班別研修。また、二日目は、金閣寺の見学後、京都市内タ

クシー研修を行いました。ガイドさんからは、「事前学習がよくできていますね。」というお話をいただきまし

た。修学旅行が学習の一環として進んでいることを感じさせてくれました。 

また、今回の修学旅行の二日間を子ども達は、スローガン「みんなで仲よく活動し 思い出に残る修学

旅行にしよう」を意識して、互いに呼びかけ合って過ごしていました。このように意識して行動できていた

ことが、本当に楽しく心に残る修学旅行につながったと感じました。最後になりましたが、保護者の方に

は、送迎、それまでの準備などご協力いただきありがとうございました。 

文部科学省では、「読書活動は、子どもが、言葉を学び、感性を磨き、表現力を高め、創造

力を豊かなものにし、人生をより深く生きる力を身に付けていく上で欠くことのできないも

の」としています。また、ある機構の調査では、〈就学前から中学時代までに読書活動が多い

高校生・中学生ほど、「未来志向」「社会性」「自己肯定」「意欲・関心」「文化的作法・教養」

「市民性」「論理的思考」のすべてにおいて、現在の意識・能力が高い。特に、就学前から小

学校低学年までの「家族から昔話を聞いたこと」「本や絵本の 読み聞かせをしてもらったこ

と」「絵本を読んだこと」といった読書活動は、現在における「社会性」や「文化的作法・教

養」との関係が強い〉といった調査結果が報告されています。 

 読書が学力に直結するとまでは言えませんが、読書好きな子が経験している効果は多々あ

り、何より、今だけでなくこれからの生活を豊かにするものの一つとなることは確かです。 

 学校では、今後「家族読書」(１１月下旬～)のご協力をお願いする予定ですが、秋の夜長、

ぜひご家族で読書タイムなどをもたれてはいかがでしょうか。 


